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１
．
湧

別
町

バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
構

想
の

概
要

北
海

道
湧

別
町

、
人

口
約

1
.0
万

人
、
面

積
約

5
.1
万

h
a

集
中

型
及

び
個

別
型

バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

トプ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、
家

畜
ふ

ん
尿

バ
イ

オ
マ

ス
を

原
料

に
、
収

集
・運

搬
、
製

造
、
利

用
ま

で
の

経
済

性
が

確
保

さ
れ

た
一

貫
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
産

業
創

出
と

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

に
よ

る
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

を
軸

と
し

た
環

境
に

や
さ

し
く災

害
に

強
い

ま
ち

づ
くり

を
目

指
す

。

農
業

生
産

基
盤

の
整

備
、
新

産
業

の
創

出
、
環

境
衛

生
・景

観
の

向
上

、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
くり

、
湧

別
版

シ
ュ

タ
ッ

トベ
ル

ケ
（※

）の
実

現
を

目
指

す
。

（※
）シ

ュ
タ

ッ
トベ

ル
ケ

：ド
イ

ツ
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
中

心
と
し

た
地

域
公

共
サ

ー
ビ

ス
（ガ

ス
、
電

気
、
廃

棄
物

処
理

な
ど

）を
担

う
公

的
な

会
社

の
こ

と

１
．
将
来

像

①
集

中
型

B
G
P
（１

基
）

・2
1
戸

の
酪

農
家

で
発

生
す

る
乳

牛
ふ

ん
尿

を
処

理
す

る
大

規
模

プ
ラ

ン
トを

建
設

し
、
乳

牛
ふ

ん
尿

を
原

料
と

し
た

バ
イ

オ
ガ

ス
発

電
事

業
を

行
う
。

・分
散

貯
留

槽
を

２
基

設
置

し
、
消

化
液

散
布

の
効

率
化

を
図

る
。

②
個

別
型

B
G
P
（６

基
）

・６
戸

の
酪

農
家

そ
れ

ぞ
れ

を
支

援
し

、
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ラ

ン
トを

建
設

す
る

こ
と

で
、
家

畜
ふ

ん
尿

を
原

料
と

し
た

バ
イ

オ
ガ

ス
発

電
事

業
を

行
う
。

・消
化

液
を

各
圃

場
に

散
布

し
、
再

生
敷

料
の

自
家

利
用

を
行

う
。

３
．
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
想
の
概
要

ゆ
う

べ
つ

ち
ょ

う

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
家

畜
ふ

ん
尿

：
４
万

8
0
0
0
t/

年
→

新
た

な
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ラ

ン
トの

建
設

に
よ

っ
て

1
4
万

9
0
0
0
t/

年
を

処
理

水
産

廃
棄

物
：

バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

トに
よ

る
メ

タ
ン

発
酵

処
理

を
検

討
食

品
残

渣
：

バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

ト原
料

と
し

て
の

利
用

可
能

性
を

検
討

木
質

系
バ

イ
オ

マ
ス

農
業

系
：

一
部

を
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ラ

ン
ト原

料
と

し
て

の
利

用
可

能
性

を
検

討

２
．
目
標
（
1
0
年
後

）

・町
が

主
体

と
な

っ
て

設
立

し
た

「湧
別

町
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

都
市

構
想

推
進

協
議

会
」で

事
業

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トを
推

進
し

、
大

学
・研

究
機

関
と

情
報

を
共

有
を

図
る

こ
と
で

、
構

想

推
進

を
サ

ポ
ー

トす
る

。

５
．
実
施
体
制

・町
内

に
は

既
に

Ｆ
ＩＴ

売
電

を
活

用
し

た
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ラ

ン
トが

３
基

稼
働

し
て

い
る

。

・自
営

線
を

用
い

た
電

力
の

地
産

地
消

の
検

討
ま

た
は

ノ
ン

フ
ァ

ー
ム

型
接

続
に

よ
る

売
電

の
実

現
に

向
け

、
協

議
を

継
続

し
て

い
る

。

・バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

トで
発

電
さ

れ
た

電
力

は
、
地

域
電

力
会

社
（湧

別
版

シ
ュ

タ
ッ

トベ
ル

ケ
）を

通
じ

て
、
町

内
の

公
共

施
設

、
農

協
及

び
漁

協
施

設
な

ど
へ

販
売

す
る

。

＜
主

な
関

連
計

画
＞

・第
２
期

湧
別

町
総

合
計

画
（平

成
2
9
年

度
～

令
和

３
年

度
）

・北
オ

ホ
ー

ツ
ク

地
域

循
環

共
生

圏
構

想
（環

境
省

）（
令

和
元

年
度

）

６
．
そ
の
他

2

経
済

波
及

効
果

：2
1
億

円
、
新

規
雇

用
創

出
効

果
：1

5
6
人

バ
イ

オ
マ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
に

よ
る

化
石

燃
料

代
替

量
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

に
よ

る
経

済
価

値
温

室
効

果
ガ

ス
(C

O
₂
)排

出
削

減
量

：9
,3

2
3
t-

C
O
₂
/
年

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

：電
気

3
.3

%
、
熱

3
.7

%
災

害
時

の
電

気
供

給
量

：電
気

1
2
,7

1
5
M

W
h/

年

４
．
地
域
波
及
効
果

：電
気

1
2
,7

1
5
M

W
h/

年
、
熱

5
1
,9

6
1
 G

J
/
年

：5
1
2
,3

2
9
千

円
/
年



湧
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２
．
大

潟
村

バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
構

想
の

概
要

秋
田

県
大

潟
村

、
人

口
約

0
.3
万

人
、
面

積
約

1
.7
万

h
a

圃
場

残
渣

で
あ

る
稲

わ
ら

・
も

み
殻

の
有

効
活

用
を

柱
と

し
た

循
環

型
社

会
の

形
成

に
取

り
組

み
、

農
業

関
連

産
業

の
振

興
や

新
産

業
・
雇

用
の

創
出

に
よ

り
「し

な
や

か
で

強
く
、
競

争
力

の
あ

る
農

業
」
を

確
立

し
、
総

合
的

な
産

業
振

興
等

の
実

現
を

目
指

す
。

太
陽

光
発

電
、
太

陽
熱

利
用

、
風

力
発

電
、
バ

イ
オ

ガ
ス

発
電

、
も

み
殻

熱
利

用
、

ゼ
ロ

エ
ネ

ル
ギ

ー
ハ

ウ
ス

（Z
E
H
）の

建
設

等
を

含
め

た
、
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

1
0
0
％

の
村

づ
く
り
を

目
指

す
。

１
．
将
来

像

①
も

み
殻

利
用

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・も
み

殻
ボ

イ
ラ

ー
を

利
用

し
て

村
内

や
ホ

テ
ル

等
に

熱
供

給
を

行
い

、
村

内
全

体
の

熱
需

要
を

賄
う
。

・も
み

殻
燻

炭
を

利
用

し
た

育
苗

培
土

の
製

造
を

行
う
。

②
バ

イ
オ

ガ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・１
市

３
町

１
村

で
連

携
し

た
食

品
廃

棄
物

を
原

料
と

す
る

バ
イ

オ
ガ

ス
事

業
を

行
う
。

・稲
わ

ら
を

原
料

と
し

た
バ

イ
オ

ガ
ス

事
業

を
行

う
。

３
．
事
業

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
済

波
及

効
果

：9
5
億

円
、
新

規
雇

用
創

出
効

果
：2

2
人

も
み

殻
を

原
料

と
し

た
培

養
土

の
生

産
量

：3
,0

0
0
t、

4
7
,0

0
0
千

円
/
年

化
石

燃
料

代
替

量
：電

気
1
9
,6

0
4

M
W

h/
年

、
熱

1
5
3
,8

3
1
 G

J
/
年

化
石

燃
料

代
替

費
(電

力
及

び
Ａ

重
油

換
算

）：
1
4
.8

5
億

円
/
年

温
室

効
果

ガ
ス

(C
O
₂
)排

出
削

減
量

：1
3
,2

5
2
 t

-
C
O
₂
/
年

産
業

廃
棄

物
の

削
減

量
：7

,2
0
0
 t

/
年

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

：電
気

３
%
、
熱

９
%

４
．
地
域
波
及
効
果

構
想
の
概
要

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
食

品
系

廃
棄

物
：

1
0
0
％

→
バ

イ
オ

ガ
ス

と
し

て
利

用
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
量

1
0
0
％

を
目

指
す

そ
の

他
バ

イ
オ

マ
ス

稲
わ

ら
：

1
0
0
％

→
バ

イ
オ

ガ
ス

と
し

て
利

用
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
量

1
0
0
％

を
目

指
す

も
み

殻
：

1
0
0
％

→
燻

炭
、
培

養
土

生
産

、
地

域
熱

供
給

と
し

て
利

用
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
量

1
0
0
％

を
目

指
す

２
．
目
標
（
1
0
年
後

）

・事
業

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
推

進
に

向
け

て
、
既

設
の

「大
潟

村
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

地
産

地

消
推

進
協

議
会

」を
中

核
と
す

る
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

と
し

て
、
推

進
体

制
を

構
築

。

５
．
実
施
体
制

・デ
ン

マ
ー

ク
企

業
の

協
力

の
も

と
、
も

み
殻

の
燃

焼
試

験
を

実
施

。

・平
成

2
8
年

度
に

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

気
・熱

自
立

普
及

促
進

事
業

（環
境

省
）を

活
用

し
、
も

み
殻

バ
イ

オ
マ

ス
熱

供
給

事
業

実
現

可
能

性
調

査
を

実
施

。

・令
和

元
年

度
に

「大
潟

村
脱

炭
素

型
地

域
づ

く
り
モ

デ
ル

形
成

事
業

（環
境

省
）―

自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

1
0
0
％

の
村

づ
く
り
へ

の
挑

戦
―

」を
実

施
。

・平
成

2
7
年

に
「大

潟
村

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

イ
ン

フ
ラ

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト・
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（総

務
省

）」
を

策
定

。

＜
主

な
関

連
計

画
＞

・大
潟

村
総

合
村

づ
くり

計
画

・大
潟

村
環

境
基

本
計

画

６
．
そ
の
他

4

お
お

が
た

む
ら
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３
．
多

気
町

バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
構

想
の

概
要

三
重

県
多

気
町

、
人

口
約

1
.5
万

人
、
面

積
約

1
.0
万

h
a

原
料

の
調

達
か

ら
加

工
、

燃
焼

・電
気

へ
の

変
換

、
発

電
に

よ
り
生

成
さ

れ
る

熱
・

C
O
₂
の

活
用

等
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

を
取

り
巻

く
産

業
を

連
関

さ
せ

て
規

模
を

拡
大

す
る

こ
と

で
、

バ
イ

オ
マ

ス
関

連
産

業
・企

業
誘

致
を

促
進

す
る

好
循

環
を

創
出

す
る

と
と

も
に

、
食

品
残

渣
を

有
効

活
用

し
た

循
環

型
バ

イ
オ

ガ
ス

化
事

業
の

推
進

を
目

指
す

。

竹
林

整
備

や
里

山
の

強
化

に
よ

り
、
図

太
い

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、
地

域
循

環
型

バ
イ

オ
マ

ス
農

業
・食

産
業

の
構

築
を

目
指

す
。

１
．
将
来

像

①
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

利
活

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・既
存

の
施

設
に

加
え

、
間

伐
材

等
の

利
用

促
進

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

創
出

と
周

辺

地
域

を
含

め
た

森
林

事
業

、
町

内
の

バ
イ

オ
マ

ス
関

連
産

業
の

活
性

化
を

進
め

る

た
め

、
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

所
２
号

機
を

増
設

。

・排
熱

・C
O
２
を

活
用

し
た

微
細

藻
類

の
培

養
、
微

細
藻

類
を

飼
料

に
混

合
し

た
栄

養
価

の
高

い
鶏

卵
や

鶏
肉

な
ど

の
開

発
。

②
食

品
残

渣
等

バ
イ

オ
ガ

ス
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・リ
ゾ

ー
ト施

設
等

か
ら

の
食

品
残

渣
や

刈
草

を
原

料
と

し
た

メ
タ

ン
発

酵
に

よ
る

発
電

・農
作

物
に

液
肥

を
利

用
し

、
有

機
野

菜
と

し
て

高
付

加
価

値
化

を
推

進
。

３
．
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
想
の
概
要

・町
が

主
体

と
な

り
「多

気
町

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
推

進
協

議
会

（仮
称

）」
を

設
置

し
、

構
想

実
現

に
係

る
全

体
進

捗
管

理
、
各

種
調

整
、
広

報
や

H
Ｐ
等

を
通

じ
た

情
報

発
信

等
を

行
う
。

・各
事

業
化

プ
ロ
ジ

ェ
ク

トの
進

捗
状

況
や

点
検

評
価

結
果

を
「多

気
町

環
境

保
全

審
議

会
」に

報
告

し
、
助

言
を

得
る

。

５
．
実
施
体
制

・多
気

町
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

地
域

集
材

制
度

：木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
所

燃
料

の
買

取
価

格
に

町
の

補
助

金
を

上
乗

せ
す

る
制

度
を

平
成

2
8
年

に
開

始

・間
伐

等
ア

シ
ス

ト制
度

：山
林

や
竹

林
所

有
者

と
間

伐
業

者
を

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
制

度
を

平
成

2
8
年

度
に

開
始

＜
主

な
関

連
計

画
＞

・“
え

え
ま

ち
づ

くり
プ

ラ
ン

（基
本

構
想

）”
（平

成
3
0
年

～
平

成
3
3
年

）

・三
重

県
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ
ン

・第
２
次

多
気

町
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

（平
成

2
9
年

～
平

成
3
7
年

）

６
．
そ
の
他

6

た
き

ち
ょ

う

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
食

品
廃

棄
物

：
３
％

→
バ

イ
オ

ガ
ス

化
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
率

1
8
％

を
目

指
す

木
く
ず

・刈
草

：
０
％

→
刈

草
の

堆
肥

化
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
率

２
％

を
目

指
す

未
利

用
バ

イ
オ

マ
ス

間
伐

材
果

樹
剪

定
枝

：
４
％

→
竹

２
．
目
標

（
1
0
年
後
）

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
と

し
て

利
用

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
利

用
率

2
4
％

を
目

指
す

経
済

波
及

効
果

：9
5
億

円
、
新

規
雇

用
創

出
効

果
：1

0
人

バ
イ

オ
マ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
に

よ
る

化
石

燃
料

代
替

量
温

室
効

果
ガ

ス
(C

O
₂
)排

出
削

減
量

：8
,9

7
8
t-

C
O
₂
/
年

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
率

：4
.5

%
災

害
時

の
電

気
供

給
：9

,9
3
7
kW

h/
日

４
．
地
域
波
及
効
果

：電
気

1
9
,4

3
2
M

W
h/

年
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４
．
南

伊
勢

町
バ

イ
オ
マ
ス
産

業
都

市
構

想
の

概
要

三
重
県

南
伊

勢
町

、
人
口

約
1
.2
万

人
、
面
積

約
2
.4
万

h
a

事
業

・
産

業
系

食
品

廃
棄

物
、
生

活
排

水
汚

泥
を

主
原

料
と

し
た

メ
タ

ン
発

酵
と

一
般

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
と

資
源

作
物

を
主

原
料

と
し

た
固

形
燃

料
化

に
よ

る
「
バ

イ
オ

マ
ス

資
源

を
利

用
し

た
循

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

軸
に

、
エ

リ
ア

ン
サ

ス
等

資
源

作
物

を
障

が
い

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
と

協
働

に
よ

り
栽

培
し

、
耕

作
放

棄
地

解
消

・農
福

連
携

の
構

築
を

目
指

す
。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

に
よ

る
地

域
産

業
の

活
性

化
、
障

が
い

者
等

の
雇

用
の

創
出

、
環

境
に

や
さ

し
い

循
環

型
社

会
、
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
くり

を
目

指
す

。

１
．
将
来

像

①
バ

イ
オ

マ
ス

資
源

を
利

用
し

た
循

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
を

主
体

に
、
バ

イ
オ

マ
ス

変
換

技
術

の
実

用
化

レ
ベ

ル
の

熟

度
に

応
じ

段
階

的
に

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

・資
源

化
を

目
指

す
。

②
耕

作
放

棄
地

解
消

・農
福

連
携

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・耕
作

放
棄

さ
れ

た
農

地
を

農
地

中
間

管
理

機
構

の
協

力
を

得
な

が
ら

集
積

・集
約

化
を

図
り
、
資

源
作

物
を

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

と
連

携
し

て
生

産
。

３
．
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
済

波
及

効
果

：1
.8

億
円

新
規

雇
用

等
創

出
効

果
：6

9
人

電
気

・熱
と

し
て

循
環

で
き

る
資

源
利

活
用

量
：1

1
,6

5
7
t/

年
廃

棄
物

処
理

量
の

削
減

量
：9

,9
5
0
t/

年
温

室
効

果
ガ

ス
(C

O
₂
)排

出
削

減
量

：1
5
6
t-

C
O
₂
/
年

創
出

で
き

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

量
：メ

タ
ン

発
酵

発
電

2
2
9
,9

7
1
kW

h/
年

、
固

形
燃

料
化

4
2
,0

3
9
,4

0
0
M

J
/
年

耕
作

放
棄

地
解

消
面

積
（資

源
作

物
栽

培
面

積
）：

9
.5

ha
農

水
産

業
、
障

が
い

者
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
利

益
増

：2
0
,4

7
0
千

円
/
年

災
害

時
の

燃
料

供
給

量
（固

形
燃

料
生

産
量

）：
1
,8

2
8
t/

年

４
．
地
域
波
及
効
果

構
想
の
概
要

・町
が

主
体

と
な

り
、
構

想
全

体
の

進
捗

管
理

、
広

報
活

動
等

を
通

じ
た

情
報

発
信

等
を

行
う
と

と
も

に
、
連

携
団

体
等

と
情

報
共

有
、
連

携
の

強
化

を
図

る
。

５
．
実
施
体
制

・令
和

元
年

度
に

農
福

連
携

に
向

け
た

草
木

系
資

源
作

物
エ

リ
ア

ン
サ

ス
・ヒ

マ
ワ

リ
を

活

用
し

た
実

証
試

験
を

実
施

・平
成

2
7
年

度
に

「南
伊

勢
町

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

イ
ン

フ
ラ

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト・
マ

ス
タ

ー
プ

ラ

ン
（総

務
省

）」
を

策
定

・亜
臨

界
水

処
理

技
術

の
活

用

＜
主

な
関

連
計

画
＞

・南
伊

勢
町

総
合

計
画

新
絆

プ
ラ

ン
（令

和
元

年
度

）

６
．
そ
の
他

8

み
な

み
い

せ
ち

ょ
う

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
生

活
排

水
汚

泥
：

６
％

→
発

酵
槽

へ
投

入
す

る
こ

と
に

よ
り
利

用
率

1
0
0
％

目
指

す
食

品
廃

棄
物

：
５
％

→
1
0
0
％

事
業

系
厨

芥
類

食
品

加
工

残
渣

家
庭

系
厨

芥
類

水
産

系
廃

棄
物

紙
ご

み
：

固
形

燃
料

と
し

て
利

用
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
利

用
率

1
0
0
％

を
目

指
す

未
利

用
バ

イ
オ

マ
ス

害
獣

：
固

形
燃

料
の

原
料

と
し

て
利

用
を

目
指

す
草

本
系

資
源

作
物

：
メ

タ
ン

発
酵

や
固

形
燃

料
の

副
資

材
と

し
て

利
用

を
目

指
す

２
．
目
標

（
1
0
年
後
）

：
メ

タ
ン

発
酵

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
利

用
率

1
0
0
％

を
目

指
す

固
形

燃
料

の
原

料
と

し
て

利
用

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
利

用
率

1
0
0
％

を
目

指
す

：
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メ
タ

ン
発
酵

施
設

固
形

燃
料
化

施
設

事
業

系
・

産
業

系
食
品

加
工

施
設

害
獣

ひ
ま

わ
り

エ
リ

ア
ン

サ
ス

水
産

加
工

施
設

養
殖

場

食
品

残
さ

草
木

く
ず

紙
ご
み

生
活

排
水
汚

泥

水
産

加
工
残

さ

生
ご
み

へ
い

死
魚

電
気
・
熱

施
設
内
利
用

温
浴

施
設

農
業

用
温

室

固
形
燃
料

（
熱
・
電
気
の
供
給
）

み
か

ん
熱
帯

フ
ル

ー
ツ

南
勢

種
苗

セ
ン

タ
ー

仮
設

住
宅

町
立

病
院

資
源

作
物

【
災
害

時
対

応
】

液
肥

【
バ
イ
オ
マ
ス

資
源

を
利
用

し
た

循
環

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

】

耕
作

放
棄

地
で

資
源

作
物

を
栽
培

障
が
い

者
福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

【
耕
作

放
棄

地
解
消

・
農
福

連
携

バ
イ

オ
マ

ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
】

南
伊

勢
町

バ
イ

オ
マ

ス
産
業

都
市

構
想

「
地
域

資
源

を
生

か
し

て
事
業

革
新

で
き

る
ま

ち
づ

く
り

」

【
水
産

業
】

【
農
業

】

【
食
品

産
業

】

【
福
祉

振
興

】
農
地

畜
産

業
獣
害

対
策

ラ
イ

ス
セ

ン
タ
ー

も
み

殻【
観
光

業
】


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10

